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日程第 ４ 議案第２号 鹿児島県後期高齢者医療広域連合個人情

報保護条例の一部を改正する条例制定の件

日程第 ５ 議案第３号 鹿児島県後期高齢者医療広域連合後期高

齢者医療制度臨時特例基金条例の一部を

改正する条例制定の件
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域連合一般会計補正予算（第２号）
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日程第１０ 一般質問
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本日の会議に付した事件

議事日程のとおり
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＝開会：午後２時００分＝

○議長（仮屋 秀一君） これより、平成２７年鹿児島県後期高齢者

医療広域連合議会第１回定例会を開会いたします。

直ちに、本日の会議を開きます。

この際、諸般の報告をいたします。

平成２６年１２月２９日付けで前天城町議会議長の平山栄助議

員が、同町議会議員の任期満了に伴い、広域連合規約第９条第２

項の規定により、広域連合議会議員を失職しましたことを御報告

いたします。

次に、お手元に配布いたしましたとおり監査委員から、地方自

治法第２３５条の２第３項の規定による「例月現金出納検査」の

結果について、報告書が提出されております。

本日の議事日程は、お手元に配布いたしました議事日程〔第１

号〕のとおりであります。

○議長（仮屋 秀一君） それでは、日程第１「会議録署名議員の指

名」を行います。

今議会の会議録署名議員は、議席番号１０番 竹田光一議員及

び議席番号１１番 霜出勘平議員を指名いたします。

○議長（仮屋 秀一君） 次は、日程第２「会期の決定」を議題とい

たします。

今議会の会期は、本日１日といたしたいと思いますが御異議あ

りませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

「御異議なし」と認めます。

よって、会期は、本日１日と決定いたしました。

○議長（仮屋 秀一君） ここで、岩切広域連合長から発言の申し出

がありますので、これを許可いたします。

〔「議長」と呼ぶ者あり〕

岩切広域連合長。
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〔岩切秀雄広域連合長 起立〕

○広域連合長（岩切 秀雄君） 皆さん、こんにちは。

平成２７年鹿児島県後期高齢者医療広域連合議会第１回定例会

に臨み、所信の一端を述べます。

議員の皆様方には、大変御多用な中、御出席を賜りましたこと

に厚く御礼を申し上げますとともに、後期高齢者医療制度につき

ましては、議員の皆様方をはじめ、関係機関の御理解・御協力の

お陰を持ちまして円滑な運営が図られていることに深く感謝を申

し上げます。

さて、国におきましては、将来にわたり国民皆保険を堅持する

ことができるように、本年１月１３日に開催されました社会保障

制度改革推進本部におきまして、医療保険制度改革骨子が決定さ

れ、今後はこの骨子に基づき、各年度において必要な予算措置を

講ずるとともに、本年の通常国会に所要の法案を提出する予定と

のことでございます。

広域連合といたしましては、国の動向を注視し、高齢者の方々

が安心して医療を受けることができるよう現行制度の円滑な運営

に努めるとともに、被保険者の皆様の健康の維持・増進を図って

まいりたいと考えております。

本日は、平成２６年度一般会計及び特別会計の補正予算並びに

平成２７年度の当初予算など７件の議案を御提案いたしておりま

すので、何卒、慎重な御審議を賜りますようよろしくお願い申し

上げます。

最後に、議員の皆様方をはじめ関係各位におかれましては、今

後とも当広域連合の運営に御理解・御協力を賜りますようお願い

申し上げまして、議会開催にあたりましてのごあいさつとさせて

いただきます。よろしくお願いいたします。

〔岩切秀雄広域連合長 着席〕

○議長（仮屋 秀一君） 次は、日程第３ 議案第１号「鹿児島県後

期高齢者医療広域連合行政手続条例の一部を改正する条例制定の
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件」を議題といたします。

ここで、当局の説明を求めます。

〔「議長」と呼ぶ者あり〕

前田事務局長。

〔前田愼一事務局長 起立〕

○事務局長（前田 愼一君） 議案第１号「鹿児島県後期高齢者医療

広域連合行政手続条例の一部を改正する条例制定の件」について、

御説明申し上げます。

議案書の１ページをお開き願います。

この条例は、行政手続法第４６条の地方公共団体の措置に関す

る規定の趣旨に則り、行政運営における公正の確保と透明性の向

上を図り、以て住民の権利利益の保護に資することを目的として、

処分、行政指導及び届出に関する手続きに関し、共通する事項を

定めたものでございますが、昨年、事後救済手続を定める行政不

服審査法の改正に併せ、行政手続法の一部も改正され、本年４月

１日から施行されますことから、当広域連合においても法改正に

併せて所要の改正を行おうとするものでございます。

改正内容でございますが、新旧対照表で御説明いたします。

今回の改正に当たっては、主な改正点が３点ございます。

１１ページをお開き願います。

まず１点目でございますが、第３４条の行政指導の方式の第２

項として、行政指導をする際、許認可等をする権限又は許認可等

に基づく処分権限を行使し得る旨を示すとき、その相手方に対し

て提示しなければならない事項についての規定を新たに設けるこ

ととしております。

２点目につきまして、１１ページ下段から１２ページにかけて

でございますが、第３５条の次に第３５条の２として、第１項に

法令に違反する行為の是正を求める行政指導の相手方は、当該行

政指導が当該法律又は条例に規定する要件に適合しないと考えら

れるときは、その旨を申し出て、当該行政指導の中止その他必要
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な措置をとることを求めることができること、第２項に、その申

出に当たって提出すべき申出書の記載事項、第３項に、中止等の

申出を受けた場合は、必要な調査を行い、当該行政指導が規定す

る要件に適合しないと認めるときは、行政指導の中止その他必要

な措置をとらなければならないこと、という行政指導の中止等の

求めについての規定を新たに設けることとしております。

３点目につきましては、１２ページ下段から１３ページにかけ

てでございますが、新たな章として、「第４章の２ 処分等の求め」

という章を設け、第３５条の３として、第１項に、法令に違反す

る事実がある場合において、その是正のためにされるべき処分又

は行政指導が行われていないと考えられるときは、何人も当該処

分又は行政指導を行う権限を有する機関等に対し、その旨を申し

出て、当該処分又は行政指導をすることを求めることができるこ

と、第２項に、その申出に当たって提出すべき申出書の記載事項、

第３項に、申出を受けた場合は、必要な調査を行い、その結果に

基づき必要があると認めるときは、当該処分又は行政指導をしな

ければならないことという法令違反を発見した場合の是正処分等

の求めについての規定を新たに設けることとしております。

このほか、併せて字句の表記についても整理しようとするもの

でございます。

以上で説明を終わります。

御審議賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。

〔前田愼一事務局長 着席〕

○議長（仮屋 秀一君） これより質疑に入ります。

質疑はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

「質疑なし」と認めます。

これをもって質疑を終了いたします。

これより討論に入ります。

討論はありませんか。
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〔「なし」と呼ぶ者あり〕

「討論なし」と認めます。

以上をもって討論を終了いたします。

○議長（仮屋 秀一君） これより、表決に入ります。

それでは、議案第１号「鹿児島県後期高齢者医療広域連合行政

手続条例の一部を改正する条例制定の件」を採決いたします。

本件については、原案どおり決することに御異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

「御異議なし」と認めます。

よって、本件は原案どおり可決されました。

○議長（仮屋 秀一君） 次は、日程第４ 議案第２号「鹿児島県後

期高齢者医療広域連合個人情報保護条例の一部を改正する条例制

定の件」を議題といたします。

ここで、当局の説明を求めます。

〔「議長」と呼ぶ者あり〕

前田事務局長。

〔前田愼一事務局長 起立〕

○事務局長（前田 愼一君） 議案第２号「鹿児島県後期高齢者医療

広域連合個人情報保護条例の一部を改正する条例制定の件」につ

いて、御説明申し上げます。

議案書の１５ページをお開き願います。

この条例は、広域連合行政の適正かつ円滑な運営を図りつつ、

個人の権利利益を保護するため、個人情報の取扱に関する基本的

事項を定めるとともに、広域連合の実施機関が保有する個人情報

の開示、訂正及び利用停止を請求する権利を明らかにするもので

ございますが、平成２５年５月に、「行政手続における特定の個人

を識別するための番号の利用等に関する法律」、いわゆる「番号法」

をはじめとする社会保障・税番号制度の関連４法案が成立し公布

されました。

この番号法第３１条において、番号法及び個人情報保護法等に
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よって、行政機関等が講じることとされている特定個人情報の取

扱い等に関する措置の趣旨を踏まえ、地方公共団体もその保有す

る特定個人情報の取扱いについて、同様の措置を講ずることとさ

れておりますため、当広域連合も個人情報保護条例の改正を行い、

当広域連合が保有する特定個人情報の取扱い等について定めよう

とするものでございます。

なお、行政手続等における個人番号の利用開始は平成２８年１

月からであり、その利用開始に向けて、本年１０月には、住民票

のある自治体から個人番号が被保険者に通知されることとなって

おりますが、本年７月には、広域連合が使用している標準システ

ムの番号制度対応版が出る予定となっており、データの独自利用

前に初期突合作業を行う必要がありますことから、その前までに

条例改正を行っておかなければならないため、今議会に提案する

ものでございます。

それでは、条例の主な改正内容でございますが、新旧対照表で

御説明いたします。

１８ページ、１９ページをお開き願います。

第２条の「定義」において、番号法に規定されている特定個人

情報、情報提供等記録、保有特定個人情報を新たに追加いたしま

すとともに、この３つの情報や記録についての保護措置として、

第１１条の次に第１１条の２「保有特定個人情報の利用の制限」及

び第１１条の３「特定個人情報の提供の制限」の規定を新たに設

けますほか、第１１条以降の該当条項に必要事項を加えることと

いたしております。

２０ページをお開き願います。

次に、第１５条の「開示請求権」において、保有特定個人情報

にあっては、本人の委任による代理人が開示請求できる旨を新た

に追加いたしますほか、開示の実施や訂正請求権、利用停止請求

権等の該当条項についても、同規定を適用することとしております。

また、今回、条例改正を行うに当たって、条文を精査いたしま
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したところ、一部現状にそぐわない点がございましたので、併せ

て文言の整理を行おうとするものでございます。

以上で説明を終わります。

御審議賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。

〔前田愼一事務局長 着席〕

○議長（仮屋 秀一君） これより質疑に入ります。

質疑はありませんか。

〔「議長」と呼ぶ者あり〕

６番 持留議員。

〔持留良一議員 起立〕

○６番（持留 良一君） １点だけお聞きしておきたいと思うんです

けれども、いわゆるマイナンバー法の関係だろうというふうに、

関係しての整理だろうと思うんですけれども、この問題について

は、いろいろ情報の漏洩とか含めて、まだまだ課題があるという

ことで、例えばアメリカとか韓国とか、いろいろ問題が起きてい

るようなんですけれども、特にアメリカなんか成り済まして手続

を取るということもあったりするというようなことがあるんです

が、そういう意味でセキュリティ対策、いわゆるリスク対策も含

めてなんですけれども、そういう点では本連合はどんなふうにこ

の問題については対応されていくんでしょうか。

〔持留良一議員 着席〕

  〔「議長」と呼ぶ者あり〕

○議長（仮屋 秀一君） 前田事務局長。

〔前田愼一事務局長 起立〕

○事務局長（前田 愼一君） まず、私どもが保有いたします個人情

報等の保護措置について、どのような取り組みをしているのかと

いうお尋ねかと思います。

この特定個人情報の取扱いにつきましては、この番号法の規定

によりまして、一般法より厳格な保護措置を設けているところで

ございます。
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具体的に申しますと、番号法の規定によるものを除きまして、

特定個人情報の収集、保管は禁止されております。

それから特定個人情報ファイルを保有しようとする場合は、個

人のプライバシー等の権利利益に与える影響を予測した上で、特

定個人情報の漏洩、その他の事態を発生させるリスクを分析し、

そのようなリスクを軽減するための適切な措置を講ずることを宣

言する特定個人情報保護評価を行うこととなっております。

また、個人番号事務実施者に対し、特定個人情報保護委員会に

よる監視、監督を行うことができるようになっておりますほか、

罰則も強化されているといったような状況がございます。

それからシステム面におきましても、個人番号の一元管理は行

わず、分散管理を行うこととなっておりまして、情報連携におき

ましても、直接個人番号を用いるのではなく、業務ごとに割り振

られた符号で連携することになっております。

そこで広域連合の取り組みといたしましては、私どもの職員又

は市町村の担当職員の方々に対しまして、窓口業務において本人

確認を徹底すること、それから個人番号を電話等で取り扱わない

等の職員研修を行って、その個人情報保護について慎重を図って

まいりたいというふうに考えております。

また、広域連合内におきましても、個人番号の記載のある公文

書用の施錠付きの保管庫を設置いたしましたり、電算処理システ

ムにおけるアクセスログ収集の強化等によって、特定個人情報の

保護に努めてまいりたいというふうに考えているところでござい

ます。

〔前田愼一事務局長 着席〕

○議長（仮屋 秀一君） 持留議員、よろしいでしょうか。

〔「議長」と呼ぶ者あり〕

   持留議員。

  〔持留良一議員 起立〕

○６番（持留 良一君） 僕らが心配するのは、今までもそういう形
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でやってこられて、やっぱり情報というのはいろんな形でそれに、

またいわゆる「いたちごっこ」ではないですけどね。そういう関

係で、どうしても情報に関して漏れるというか、また情報を欲し

がるという向きがどうしてもなってくる部分が多いのかなという

ふうに思うんですけれども、特に自治体との関係ですね。ここの

部分でやっぱりきちっと対応ができないと、やはり問題が出てく

るのか。

というのは、今後、当面は自治体という部分ですが、今後は民

間も含めてそれが活用の門戸が開かれるということをお聞きをし

ていますので、そうなってきたときに非常にリスクが高くなって

くるというふうな懸念もどうしても出てくるんですよね。

だからそのあたりで市町村との関係も含めて、先ほどの手続き

だと徹底をするということですけれども、やはり人間がやる仕事

の面も出てきます。

またそれを確認といってもどうしても、先ほど言いましたけど、

成り済ましてということもあり得るだろうというふうに思うんで

すよね。そのあたりをやっぱり徹底されるといっても、どんなふ

うな形で徹底されていくのか、ちょっとその点だけ確認させてい

ただきます。

〔持留良一議員 着席〕

  〔「議長」と呼ぶ者あり〕

○議長（仮屋 秀一君） 前田事務局長。

〔前田愼一事務局長 起立〕

○事務局長（前田 愼一君） いろいろと御心配をされていることか

と思いますけれども、私どももこの番号制度、今後始まるに従い

まして、まだまだいろいろとこの制度の中身につきまして、今ま

だ構築途中のものもございますので、そのへんの出来上がるのを

待ちまして、よく内容を理解した上で、またそれぞれ情報を保有

する市町村でございますとか県とか、ほかの行政機関等の連携に

つきましても、そのへんの遺漏がないように、今後、研修の充実
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を図るなりして、１回限りということではなくて、逐次そのへん

の研修強化に努めて、個人情報の保護について徹底をしてまいり

たいというふうに考えているところでございます。

〔前田愼一事務局長 着席〕

○議長（仮屋 秀一君） ほかに質疑はありませんか。

  〔「なし」と呼ぶ者あり〕

以上をもって質疑を終わります。

これより討論に入ります。

討論はありませんか。

  〔「なし」と呼ぶ者あり〕

「討論なし」と認めます。

以上をもって討論を終了いたします。

○議長（仮屋 秀一君） これより、表決に入ります。

それでは、議案第２号「鹿児島県後期高齢者医療広域連合個人

情報保護条例の一部を改正する条例制定の件」を採決いたします。

本件については、原案どおり決することに御異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

「御異議なし」と認めます。

よって、本件は原案どおり可決されました。

○議長（仮屋 秀一君） 次は、日程第５ 議案第３号「鹿児島県後

期高齢者医療広域連合後期高齢者医療制度臨時特例基金条例の一

部を改正する条例制定の件」を議題といたします。

ここで、当局の説明を求めます。

  〔「議長」と呼ぶ者あり〕

前田事務局長。

〔前田愼一事務局長 起立〕

○事務局長（前田 愼一君） 議案第３号「鹿児島県後期高齢者医療

広域連合後期高齢者医療制度臨時特例基金条例の一部を改正する

条例制定の件」について、御説明申し上げます。

議案書の２５ページをお開き願います。
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この条例は、低所得者等に係る保険料軽減特例措置等の財源に

充てるため、国から交付される交付金を運用する基金条例でござ

いますが、当該軽減特例措置が１年間延長され、平成２７年度に

おいても継続実施されることに伴い、平成２７年３月３１日限り

でこの条例が失効するとしているものを１年延長して、平成２８

年３月３１日限りとするものでございます。

以上で説明を終わります。

御審議賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。

〔前田愼一事務局長 着席〕

○議長（仮屋 秀一君） これより質疑に入ります。

質疑はありませんか。

〔「議長」と呼ぶ者あり〕

持留議員。

〔持留良一議員 起立〕

○６番（持留 良一君） ２点ほどお聞きをしたいと思うんですけれ

ども、昨年これは延長されて、そしてまた一定の枠の拡大という

のがあって、大変評価ができたというふうに思っているんですけ

れども、あの時もちょっとお尋ねしたんですけれども、１つは、

運用実績について、今年も約当初予算で１９億近い金額が繰り入

れされているし、非常に内容としてもこの中身が非常に求められ

ている内容だろうなと、そういうことで延長もあったと思うんで

すが、この１つは運用の問題と運用実績ですね。

それからあと２点目は、あの時、やっぱり恒久的な対策という

のが、やはりこの現状の中、負担が増え、保険料も引き上げの中

で、やはりこの部分の恒久的な対策として、やっぱり必要じゃな

いかということで、国に対してもそういう意見を述べるべきでは

ないか、求めるべきではないかと、確か言ったような記憶がある

んですけど、この２点についてお聞きしたいと思います。

〔持留良一議員 着席〕

〔「議長」と呼ぶ者あり〕
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○議長（仮屋 秀一君） 前田事務局長。

〔前田愼一事務局長 起立〕

○事務局長（前田 愼一君） まず、運用実績ということでございま

すけれども、この特例措置、私どもの鹿児島県におきまして、ど

の程度の方々がこの特例措置によって軽減を受けているかという

ことでございますけれども、まず均等割軽減の９割、それから

８．５割の軽減というのがございます。

これは平成２５年度の数字が今出ておりますので、それで申し

上げますと、被保険者数で９割軽減が７万５，３１９人、それか

ら８．５割軽減が６万５，５９４人という数字が上がってござい

ます。

それから所得割軽減につきましては、平成２５年度で２万

３，４７８人といった被保険者数が、この特例措置による軽減措

置を受けていると。

その軽減額でございますけれども、均等割の９割の方で、額に

いたしまして３２億８，２６６万円ほど、それから８．５割で

２７億４０９万円ほどでございます。それから所得割で２億

７，８６７万円ほどといったような状況でございます。

それから恒久対策ということでのお尋ねでございますけれども、

これは私ども広域連合といたしましても、全国の協議会等を通じ

まして、国にこれまで要望してきたところでございますけれども、

先ほど広域連合長のあいさつの中でもございましたように、去る

１月、社会保障制度改革推進本部の方で決定をされました医療保

険制度改革の骨子の中で、この特例措置については、平成２９年

度から本則に戻すということで、段階的に縮小していくという方

向性が打ち出されたところでございます。

私ども、今後、この特例措置が縮小され、廃止されていくとい

う行程の中で、国のほうで低所得者に対しましては、激変緩和措

置を取っていくといったようなこともございますし、これと併せ

まして、例えば介護保険料の軽減でございますとか、年金生活者
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に対する支援給付金、そういったものも併せてやっていくんだと

いったようなことを言ってございます。

その具体的な内容につきましては、また今後、国のほうで検討

していくということでございますので、私どもといたしましても、

低所得者に対しまして、きちんとした、またそれに代わる手当が

できないのかどうか、そのへんのことも含めまして、また九州の

ブロックでございますとか、全国の協議会等を通じまして、国に

対し私どもの声は届けてまいりたい、というふうに考えていると

ころでございます。

〔前田愼一事務局長 着席〕

○議長（仮屋 秀一君） ほかに質疑はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

これをもって質疑を終了いたします。

これより討論に入ります。

討論はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

「討論なし」と認めます。

以上をもって討論を終了いたします。

○議長（仮屋 秀一君） これより、表決に入ります。

それでは、議案第３号「鹿児島県後期高齢者医療広域連合後期

高齢者医療制度臨時特例基金条例の一部を改正する条例制定の

件」を採決いたします。

本件については、原案どおり決することに御異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

「御異議なし」と認めます。

よって、本件は原案どおり可決されました。

○議長（仮屋 秀一君） 次は、日程第６ 議案第４号「平成２６年

度鹿児島県後期高齢者医療広域連合一般会計補正予算（第２号）」

を議題といたします。

ここで、当局の説明を求めます。
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〔「議長」と呼ぶ者あり〕

前田事務局長。

  〔前田愼一事務局長 起立〕

○事務局長（前田 愼一君） 議案第４号「平成２６年度鹿児島県後

期高齢者医療広域連合一般会計補正予算（第２号）」について、御

説明申し上げます。

議案書の２７ページをお開き願います。

第１条で、歳入歳出をそれぞれ１，３５８万４千円減額し、予

算の総額を８，９０９万円といたしております。

主な点について、事項別明細書で御説明いたします。

３３ページをお開き願います。

まず歳入でございます。

第１款 分担金及び負担金 第１項第１目 事務費負担金を

１，３５８万４千円減額いたしております。これは、平成２６年

度の執行見込み残を減額するものであり、第４四半期分の市町村

負担金で調整することといたしております。

次に、歳出でございます。

３４ページをお開き願います。

第１款第１項第１目 議会費で１６２万５千円減額いたしてお

ります。これは、当初予算で計上していた臨時議会開催経費につ

いて、今後、開催の見込みがないことから減額するものでござい

ます。

第２款 総務費 第１項第１目 一般管理費で７９４万２千円

減額いたしております。これは、主なものといたしまして、第３

節 職員手当等については、職員の時間外勤務手当、第９節 旅

費については、２６年度に新たに派遣された職員の赴任旅費や運

営委員会及び幹事会での委員等の欠席による旅費、第１９節 負

担金、補助及び交付金については、派遣職員の人件費に係る負担

金額の不用見込み額など、いずれも執行見込み残を減額するもの

でございます。
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第４款第１項第１目 予備費で４０１万７千円減額いたしてお

ります。これは、昨年１１月の第２回定例会においてお認めいた

だきました第１号補正予算で増額した分を当初予算額に減額する

ことで、市町村共通経費の総額を少なくし、各市町村の負担金額

を抑えようとするものでございます。

以上で説明を終わります。

御審議賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。

  〔前田愼一事務局長 着席〕

○議長（仮屋 秀一君） これより質疑に入ります。

質疑はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

「質疑なし」と認めます。

これをもって質疑を終了いたします。

これより討論に入ります。

討論はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

「討論なし」と認めます。

以上をもって討論を終了いたします。

○議長（仮屋 秀一君） これより、表決に入ります。

それでは、議案第４号「平成２６年度鹿児島県後期高齢者医療

広域連合一般会計補正予算（第２号）」を採決いたします。

本件については、原案どおり決することに御異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

「御異議なし」と認めます。

よって、本件は原案どおり可決されました。

○議長（仮屋 秀一君） 次は、日程第７ 議案第５号「平成２６年

度鹿児島県後期高齢者医療広域連合後期高齢者医療特別会計補正

予算（第３号）」を議題といたします。

ここで、当局の説明を求めます。

〔「議長」と呼ぶ者あり〕
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前田事務局長。

  〔前田愼一事務局長 起立〕

○事務局長（前田 愼一君） 議案第５号「平成２６年度鹿児島県後

期高齢者医療広域連合後期高齢者医療特別会計補正予算（第３

号）」について、御説明申し上げます。

議案書の３７ページをお開き願います。

第１条で、歳入歳出をそれぞれ６６億２，９８６万１千円減額

し、予算の総額を２，６２０億３０８万１千円といたしております。

減額の主な理由は、３９ページに記載してございますように、

歳出の第２款 保険給付費が３月までの執行見込みで当初の見込

みに対して約７１億円の減となったことに伴うものでございます。

主な点について、事項別明細書で御説明いたします。

４４ページをお開き願います。

まず歳入でございます。

第１款 市町村支出金 第１項第１目 事務費負担金を４，８１４万

４千円減額いたしております。これは、歳出において共通経費市

町村負担金を財源としている一般管理費、医療費適正化事業費等

に執行残が見込まれるため減額するものであり、第４四半期分の

市町村負担金で調整することといたしております。

第２目 保険料等負担金を４億３，４１５万５千円減額いたし

ております。これは、被保険者数が当初の見込みを下回ったこと

等により減額するものでございます。

第３目 療養給付費負担金を６億１，３４６万２千円減額いた

しております。これは、療養給付費の見込みに基づき減額するも

のでございます。

第２款 国庫支出金 第１項第１目 療養給付費負担金を１８億

４，０３８万６千円、第２目 高額医療費負担金を３，１９９万

６千円、それぞれ減額いたしております。これも、療養給付費及

び高額医療費の見込みに基づき減額するものでございます。

第２項 国庫補助金 第１目 調整交付金を６億６，３６２万
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７千円減額いたしております。これは、交付対象となる給付費等

総額の減により普通調整交付金を７億４，０３６万３千円減額し、

長寿・健康増進事業に係る国庫補助金の確定見込みにより、特別

調整交付金を７，６７３万６千円増額することによるものでござ

います。

第２目 後期高齢者医療制度事業費補助金を４，２８３万７千

円減額いたしております。これは、後発医薬品普及促進事業や重

複・頻回受診者訪問指導事業における委託料の見込みに基づき減

額するものでございます。

４５ページを御覧ください。

第３款 県支出金 第１項第１目 療養給付費負担金を６億

１，３４６万２千円、第２目 高額医療費負担金を３，１９９万

６千円、それぞれ減額いたしております。これは、療養給付費及

び高額医療費の見込みに基づき減額するものでございます。

第２項第１目 財政安定化基金交付金を１０億円減額いたして

おります。これは、医療給付費の３月までの執行見込みなどによ

り、財政安定化基金を取り崩す必要がなくなったことによるもの

でございます。

第４款 支払基金交付金 第１項第１目 後期高齢者交付金を

１２億８，７０４万６千円減額いたしております。これは、医療

給付費の３月までの見込みによる支払基金交付金の今年度見込み

に基づき減額するものでございます。

第７款 繰入金 第２項第１目 後期高齢者医療制度臨時特例

基金繰入金を３，５９１万４千円減額いたしております。これは、

被扶養者及び低所得者の保険料軽減措置分や周知広報等の決算見

込みに基づいて減額するものでございます。

４６ページをお開き願います。

第８款 諸収入 第３項第２目 返納金を１，１０７万８千円

増額いたしております。これは、医療機関や負担割合変更に伴う

被保険者からの返納見込みに基づき増額するものでございます。
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次に、歳出でございます。

４７ページを御覧ください。

第１款 総務費 第１項第１目 一般管理費を６，１８６万７千

円増額いたしております。これは、第３節 職員手当等から第１３

節 委託料までは、いずれも執行残見込みの減額でございますが、

第１９節 負担金、補助及び交付金は、長寿・健康増進事業に係

る特別調整交付金の確定見込みに基づき、市町村への補助金が増

額となることによるものでございます。

第２項 医療費適正化事業費 第１目 レセプト点検事業費を

２，５９６万７千円減額いたしております。これは、レセプト二

次点検等業務委託料に執行残が生じたことにより減額するもので

ございます。

４８ページをお開き願います。

第２款 保険給付費 第１項第１目 療養給付費を６７億

３，０９２万９千円減額、第２目 療養費を２，１８３万４千円

増額、第２項 高額療養諸費 第１目 高額療養費を３億２，７６０万

２千円減額、第２目 高額介護合算療養費を７，８３３万９千円

減額いたしております。これらはいずれも、過去２か年の給付傾

向と今年度１１月までの実績を踏まえた３月までの執行見込みに

基づくものでございます。

４９ページを御覧ください。

第５款 保健事業費 第１項第１目 健康診査費を７９８万７千

円増額いたしております。これは、市町村が行う健康診査事業の

事業計画の変更により、長寿健診補助金の実績見込み額が当初の

見込みより増加するため増額するものでございます。

５０ページをお開き願います。

第８款 諸支出金 第１項第４目 償還金を２，４７９万９千

円増額いたしております。これは、説明欄に記載してございます

ように、平成２５年度の特別調整交付金返還金、また、高額療養

費負担金の国、県への返還金などの確定によるものでございます。
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第９款 予備費 第１項第１目 予備費は、財源組み替えなど

の経費として４億２，７５１万５千円増額するものでございます。

以上で説明を終わります。

御審議賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。

  〔前田愼一事務局長 着席〕

○議長（仮屋 秀一君） これより質疑に入ります。

質疑はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

「質疑なし」と認めます。

これをもって質疑を終了いたします。

これより討論に入ります。

討論はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

「討論なし」と認めます。

以上をもって討論を終わります。

○議長（仮屋 秀一君） これより、表決に入ります。

それでは、議案第５号「平成２６年度鹿児島県後期高齢者医療

広域連合後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号）」を採決いた

します。

本件については、原案どおり決することに御異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

「御異議なし」と認めます。

よって、本件は原案どおり可決されました。

○議長（仮屋 秀一君） 次は、日程第８ 議案第６号「平成２７年

度鹿児島県後期高齢者医療広域連合一般会計予算」を議題といた

します。

ここで、当局の説明を求めます。

  〔「議長」と呼ぶ者あり〕

前田事務局長。

  〔前田愼一事務局長 起立〕
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○事務局長（前田 愼一君） 議案第６号「平成２７年度鹿児島県後

期高齢者医療広域連合一般会計予算」について、御説明申し上げ

ます。

議案書の５３ページをお開き願います。

第１条で、歳入歳出予算の総額をそれぞれ８，６７３万円とし

ており、職員数減員の関係で、前年度より１，１９２万７千円の

減となっております。

主な点につきまして、事項別明細書で御説明いたします。

５９ページをお開き願います。

まず歳入でございます。

第１款 分担金及び負担金 第１項第１目 事務費負担金は、

市町村からの共通経費負担金として、前年度より１，１９２万７千

円減の８，６７２万７千円を計上いたしております。

次に、歳出でございます。

６０ページ、６１ページをお開き願います。

第１款第１項第１目 議会費は、定例会２回、臨時会１回、計

３回の議会開催経費として２１万８千円減の４０７万８千円を計

上いたしております。

第２款 総務費 第１項第１目 一般管理費は、総務課及び会

計室職員の時間外勤務手当、幹事会、運営委員会、各種会合の旅

費及び職員の赴任旅費、事務室の借上料、派遣職員の人件費負担

金など８，１２０万７千円を計上いたしております。

前年度と比較いたしまして１，１７２万９千円の減となってお

りますが、これは平成２７年度から総務課、会計室の職員数を１

名減員することにより、第９節 旅費において職員の赴任旅費が

減となったこと、第１９節、負担金、補助及び交付金において、

派遣元の市町村に支払う人件費等負担金が減となったこと等によ

るものでございます。

一方、第１３節 委託料は、新たに例規集データベース構築及

び更新業務を委託することとし、前年度より増となっております。
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この例規集データベース構築は、平成１９年度に予算化されたも

のの、当時、後期高齢者医療制度の先行きが不透明であることな

どから、予算執行を見送られた経緯がございますが、すでに制度

開始から７年が経過しようとしており、制度も定着してきました

ことから、今回、例規集のデータベース構築を行おうとするもので

ございます。

また、第１４節 使用料及び賃借料のうち賃借料は、財務会計

システム機器を平成２６年度途中からリースしており、２６年度

は６か月分のリース料だったものが、２７年度においては通年の

リース料となることから、今回増額となっております。

その他の歳出につきましては、前年度と大きな差異はございま

せん。

以上で説明を終わります。

御審議賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。

  〔前田愼一事務局長 着席〕

○議長（仮屋 秀一君） これより質疑に入ります。

質疑はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

「質疑なし」と認めます。

これをもって質疑を終了いたします。

これより討論に入ります。

討論はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

「討論なし」と認めます。

以上をもって討論を終了いたします。

○議長（仮屋 秀一君） これより、表決に入ります。

それでは、議案第６号「平成２７年度鹿児島県後期高齢者医療

広域連合一般会計予算」を採決いたします。

本件については、原案どおり決することに御異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕
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「御異議なし」と認めます。

よって、本件は原案どおり可決されました。

○議長（仮屋 秀一君） 次は、日程第９ 議案第７号「平成２７年

度鹿児島県後期高齢者医療広域連合後期高齢者医療特別会計予

算」を議題といたします。

ここで、当局の説明を求めます。

〔「議長」と呼ぶ者あり〕

前田事務局長。

  〔前田愼一事務局長 起立〕

○事務局長（前田 愼一君） 議案第７号「平成２７年度鹿児島県後

期高齢者医療広域連合後期高齢者医療特別会計予算」について、

御説明いたします。

議案書の６５ページをお開き願います。

第１条で、歳入歳出予算の総額をそれぞれ２，７２９億２，２８３万

１千円としており、前年度より７２億１，１３６万円の増となっ

ております。また、第２条で、一時借入金の限度額をこれまでと

同額の１５億６千万円といたしております。

７２ページをお開き願います。

予算総額の増は、主として歳出の第２款 保険給付費が前年度

より５８億３，１６９万３千円の増となっていることなどによる

もので、この保険給付費につきましては、平成２６・２７年度の

保険料率改定のために算出した、平成２７年度の保険給付費の見

込み額を計上したものでございます。

それでは、主な点について事項別明細書で御説明いたします。

７３ページを御覧ください。

まず歳入でございます。

第１款 市町村支出金 第１項第１目 事務費負担金は、業務

課職員の共通経費や医療費適正化事業等に対する市町村の負担金

で、２１９万９千円増の５億２，４０１万２千円を計上いたして

おります。
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第２目 保険料等負担金は、前年度と同額の１９４億４，１２３万

２千円を計上いたしております。

第３目 療養給付費負担金は、４億７，３８６万４千円増の

２１６億２，７９７万円を、また、第２款 国庫支出金 第１項

第１目 療養給付費負担金は、１４億２，１５９万２千円増の

６４８億８，３９１万円を、それから７４ページになりますが、

第３款 県支出金 第１項第１目 療養給付費負担金は、４億

７，３８６万４千円増の２１６億２，７９７万円を、それぞれ計

上いたしております。これらは、いずれも算出基礎となります平

成２７年度の給付費等総額見込みの増によるものでございます。

７３ページの第２款第１項第２目 高額医療費負担金及び７４

ページの第３款第１項第２目 高額医療費負担金は、レセプト１

件あたり８０万円を超える医療費に係る国及び県の負担金でござ

いますが、それぞれ３，４６３万６千円増の９億２，２７２万

７千円を計上いたしております。

７３ページにお戻りいただきますが、第２款第２項 国庫補助

金 第１目 調整交付金は、５億２，２３５万８千円増の２６４億

８，０７１万７千円を計上いたしております。これは、算出基礎

となります給付費等総額見込みの増によるものでございます。

第２目 後期高齢者医療制度事業費補助金は、重複・頻回受診

者訪問指導事業、長寿健診や口腔検診事業、また、著しく高額な

医療に関する給付への補助金で、１，４５９万３千円増の１億

１，２１８万７千円を計上いたしております。

第４目 高齢者医療制度円滑運営臨時特例交付金は、被扶養者

及び低所得者の保険料軽減措置に係る補填財源として交付されま

すが、前年度と同額の２０億７，１７４万７千円を計上いたして

おります。

７４ページをお開きください。

第３款 県支出金 第２項第１目 財政安定化基金交付金は、

前年度と同額の１０億円を計上いたしております。
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第４款 支払基金交付金 第１項第１目 後期高齢者交付金は、

２３億６，３１９万５千円増の１，０７８億６，０３５万円を計

上いたしております。これは、国保・健保等現役世代が加入する

各医療保険者からの支援金でございますが、算出基礎となります

給付費等総額見込みの増によるものでございます。

第５款 特別高額医療費共同事業交付金 第１項第１目 特別

高額医療費共同事業交付金は、１件あたり４００万円を超えるレ

セプトのうち２００万円を超える部分について、国保中央会が全

国レベルで財政調整を行った上で交付する交付金でございまして、

２８万１千円減の２，９１４万円を計上いたしております。

第７款 繰入金 第２項第１目 後期高齢者医療制度臨時特例

基金繰入金は、低所得者等に係る保険料軽減対策の財源などに充

てるため基金から繰り入れるもので、７７７万１千円増の１８億

９，８８５万５千円を計上いたしております。

７５ページを御覧ください。

第８款 諸収入 第３項第１目 第三者納付金は、交通事故等

に係る医療費について、加害者への損害賠償請求事務を委託して

いる国保連合会から納付される損害賠償金でございますが、交通

事故等が増加傾向にございますことから、１億１，６２６万５千

円増の４億１，１７４万３千円を計上いたしております。

第９款 繰越金は、平成２６年度歳出予算の予備費の予算現額

と同額となる３０億８，４７７万４千円を計上いたしております。

続きまして、歳出でございます。

７６ページ、７７ページをお開き願います。

第１款 総務費 第１項第１目 一般管理費は、５，８５８万

８千円増の３億６，４０７万３千円を計上いたしております。主

なものは、第１３節 電算処理システム保守運用や訴訟関係弁護

士などの委託料、第１４節 電算処理システム機器等の賃借料、

第１９節 派遣職員の人件費負担金などでございます。

７７ページの第２項 医療費適正化事業費 第１目 レセプト
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点検事業費は、レセプト二次点検業務委託料や国保連合会へのデ

ータ作成業務委託などで、１２万円減の１億４，６１３万９千円

を計上いたしております。

第２目 訪問指導事業費は、重複・頻回受診者訪問指導に係る

市町村への業務委託料などで、２５万５千円減の１，７６７万６千

円を計上いたしております。

７８ページをお開きください。

第５目 医療費通知事業費は、被保険者に対する医療費通知書

の年３回分の郵送料と通知書作成業務委託料で、１６万８千円減

の３，７８１万５千円を計上いたしております。

第６目 第三者行為求償事業費は、交通事故などの第三者行為

に関する求償事務に係る国保連合会への業務委託料で、事故等が

増加傾向にあることから、５８５万８千円増の２，０８８万７千

円を計上いたしております。

第２款 保険給付費 第１項第１目 療養給付費は、５５億

４７１万６千円増の２，５２２億１，５１３万８千円、７９ペー

ジの第２目 療養費は、１億３，３７５万９千円増の２２億

９，２０９万２千円を計上いたしております。

また、第２項 高額療養諸費 第１目 高額療養費は、２億

２，５３１万８千円増の１１３億９，６６４万円、第２目 高額

介護合算療養費は、３，１６２万２千円減の２億８，６５３万２千

円を計上いたしております。

これらは、いずれも平成２６・２７年度の保険料率改定のため

に算出した、平成２７年度の保険給付費の見込みに基づくもので

ございます。

第２款第１項第３目 審査支払手数料は、１，１３６万２千円

増の５億６，４１５万３千円を計上いたしております。これは、

国保連合会へのレセプト審査支払手数料で、審査レセプト数の増

加が見込まれることによるものでございます。

第３項 その他医療給付費 第１目 葬祭費は、１，１８４万
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円減の３億２，０２８万円を計上いたしております。

第３款 県財政安定化基金拠出金 第１項第１目 県財政安定

化基金拠出金は、広域連合の保険財政の安定を図るための基金へ

の拠出金でございますが、前年度と同額の１億１，５８４万１千

円を計上いたしております。

８０ページをお開き願います。

第４款 特別高額医療費共同事業拠出金 第１項第１目 特別

高額医療費共同事業拠出金は、２３１万７千円増の３，８１１万

８千円を計上いたしております。これは、１件あたり４００万円

を超えるレセプトのうち、２００万円を超える部分について、国

保中央会が広域連合における高額医療費の発生による財政影響を

緩和するために実施する特別高額医療費共同事業の財源となる拠

出金でございます。

第５款 保健事業費 第１項第１目 健康診査費は、３，１７０万

６千円増の２億３，４０６万円を計上いたしております。これは、

市町村が実施する健康診査に対する補助金などでございまして、

受診率を１７％、受診者数を約４万５千人と見込んでおります。

第２目 その他健康保持増進事業費は、２２４万６千円増の

１，２７５万１千円を計上いたしております。これは、被保険者

の口腔の健康を維持することにより健康寿命の延伸を図るため、

前年度に７５歳に到達した被保険者を対象とする口腔検診事業で

ございまして、受診率を１１．８％、受診者数を２，１００人と

見込んでおります。

８１ページを御覧ください。

第６款 基金積立金 第１項第１目 後期高齢者医療制度臨時

特例基金積立金は、低所得者等に係る保険料軽減措置等の財源に

充てるため、国から交付される交付金とその運用益を基金に積み

立てるものでございまして、４７万２千円増の２０億７，３１３万

６千円を計上いたしております。

８２ページをお開き願います。
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第９款 予備費は、１２億６，３１４万６千円増の２７億

３，９７３万円を計上いたしております。

以上で説明を終わります。

御審議賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。

〔前田愼一事務局長 着席〕

○議長（仮屋 秀一君） これより質疑に入ります。

質疑はありませんか。

〔「議長」と呼ぶ者あり〕

６番 持留議員。

  〔持留良一議員 起立〕

○６番（持留 良一君） 本当にまた今年も大変な運用がされている

なと。給付費も増えていくという中で、やっぱり制度の様々なこ

の後期高齢者が持っている制度そのものが、様々な形で問題が出

てきているというのが一層明確になったのかなというふうに、感

想なんですけれども、１つは、先ほど言いましたけど、軽減措置

が段階的に廃止ということもあったり、また、一方では消費税の

増税の問題とか含めて、介護保険等々負担が大変な、高齢者をめ

ぐる状況ではあるんですけれども、１点目は、高齢者の生活実態

をどのように認識されているのか、１点お聞きをしたいというふ

うに思います。

そして連合長に改めてまたお聞きをしたいと思うんですけれど

も、こういう中、どうしてもまた来年度、保険料の様々な問題も

出てくるやというような形と、もう一方では、先ほど言われたと

おり、国が軽減措置の廃止を段階的にやっていくということが出

てきています。

そういう中で、本当に先ほど連合長が言われたとおり、安心し

て医療が受けられるということにおいて、これが円滑に運営され

ていくことが大事だということも言われていましたけれども、果

たして本当にこの制度の中で、そういうことがのぞまれていくの

か。私はやっぱりこの問題というのは、当初から言っているとお
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り、この制度自体にやっぱり問題があるから、この中では解決で

きないだろうということで、元の保険制度へ戻すべきだというこ

とを訴えてきたんですが、この点について、改めて本当に様々な

問題が解決するのか、お聞きをしたいというふうに思います。

もう１点目は、収入との関係で、軽減措置のことでお聞きをし

たいと思うんですが、全国では約８６５万人というようなことが

言われていますけれども、先ほど９割、８．５割の軽減の人数も

言っていただいたんですが、再度、今年が、２７年度、どのくら

いの人が、その対象になるのか。そして保険料がそういう方々は

どうなっていくのか。なおかつまた、金額的にはどういうものが

影響が出てくるのか。その点を、保険料の問題との関係で、お聞

きをしたいと思います。

あと歳出の関係で、やはり健康なまちづくりも含めてなんです

が、健康づくりが非常に大事だというのは、これは今の医療制度

の中でも、いかに保険料の上昇を抑えるかという点では、皆さん

が取り組んでいらっしゃる中身だし、本県も口腔検診事業など、

まさに全国的にも先進事例になるような取り組みをされていると

いうふうに思うんですが、しかし、その実施義務は市町村にある

ということで、市町村もなかなか人員削減の中で、厳しい状況で、

なかなか十分な対応ができないというのが一方ではあると思うん

ですが、国は重症化予防のための広域連合にそういう具体的な事

例を示して、きちっと保健指導の勧奨ができるような、そういう

様々な事例も示していると思うんですが、改めてここの健康づく

りが重要だと思うんですが、そういう意味での受診勧奨を含めた

そういう保健指導というところで、もっともっと県が関わるべき

ではないかなというふうに思うんですが、その点についてお聞き

をしたいと思います。

  〔持留良一議員 着席〕

  〔「議長」と呼ぶ者あり〕

○議長（仮屋 秀一君） 岩切連合長。



32

  〔岩切秀雄広域連合長 起立〕

○広域連合長（岩切 秀雄君） 冒頭で開会の説明いたしましたとお

り、この連合が円滑に進んでいるということに疑問を持つという

ような質問でありました。

平成１８年の６月に医療制度改革関連法が成立いたしまして、

それ以来、都道府県においていろんな準備が進められてきたのも

事実でございますし、鹿児島県におきましても、平成１８年７月

に鹿児島県後期高齢者医療広域連合設立準備委員会が出来上がり

まして、ここで十分な審議をしてきたと理解しております。その

後、いろんなことがありました。

まず名前がいいかとか、そういうことが全国的に言われまして、

いろいろきましたけど、結果的に平成２０年４月にこの制度が始

まりまして、設立されたわけでございます。

今日に至るまで、各都道府県いろんなことで検討をされてきた

と思っていますが、この連合長会が九州地区でもありますし、全

国的な協議会も設立されて、いろんな意見を国に対して要望して

まいりました。

そういう意味を含めると、平成２５年８月に社会保障制度改革

国民会議の報告が出されたわけですが、これによって現行制度が

確立されました。

したがって、私としては、最初から比べるとかなり充実された

ものと理解しており、今後においても円滑な運営を進めるべきで

あろうというふうに考えておりますので、御理解をいただきたい

と思います。

  〔岩切秀雄広域連合長 着席〕

  〔「議長」と呼ぶ者あり〕

○議長（仮屋 秀一君） 前田事務局長。

  〔前田愼一事務局長 起立〕

○事務局長（前田 愼一君） 軽減措置の関係でございますけれども、

平成２７年度におきましては、私どもの当初予算のほうでの見込
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みといたしましては、均等割の９割軽減が７万４，９５４人、軽

減額といたしまして約３４億７，７００万円、それから８．５割

軽減が６万６，８５５人、軽減額といたしまして約２９億２，８００万

円ほどを見込んでいるところでございます。

それから保険料がどうなっていくかということでございますけ

れども、この特例措置がなくなることを踏まえまして、私どもの

県内の被保険者の方々の保険料がどのように変わっていくかとい

うことについては、まだ具体の試算をしているわけではございま

せんけれども、これは新聞報道等にも以前ございましたように、

月額の保険料がそれぞれ現在の水準から３倍から５倍くらい上が

るのかなと、本県においてもそのような状況が出てくるのかなと

いうふうに見ているところでございます。

それから保健事業のことについてお尋ねがございました。市町

村に対する保健事業の指導等についてということでございますけ

れども、これは私ども広域連合といたしまして、当然この保健事

業の実施ということにつきましては、今後の高齢者の方々の健康

の維持増進、健康寿命の延伸といったようなことから、非常に重

要な取り組みであるというふうに認識をしているところでござい

ます。

そういった中で、私ども広域連合といたしまして、広域連合が

主体的に実施主体となって行う口腔検診事業等もございますけれ

ども、もちろんその実施にあたりましては、市町村をはじめ関係

の機関、そういったところと連携を取りながら進めていくことは、

極めて重要だというふうに思っているところでございます。

そういった中で、私ども運営委員会の幹事会の下に保健事業部

会というのを持っておりますので、その保健事業部会における市

町村の担当の方々との協議、検討を行いまして、やっぱり一体と

なって今後進めていくと。そういった中で、私どもが指導力を発

揮しなければならない場合も当然あるかと思いますので、そのへ

んは鋭意私どものほうでも積極的に関わりつつ、やはり市町村そ
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れから県も含めまして、関係機関、団体、一体となって、今後の

保健事業の強化に努めてまいりたいというふうに考えているとこ

ろでございます。

  〔前田愼一事務局長 着席〕

  〔「議長」と呼ぶ者あり〕

○議長（仮屋 秀一君） 持留議員。

  〔持留良一議員 起立〕

○６番（持留 良一君） 特に保健事業については、是非そういう、

ある意味でのリーダー的な役割を発揮していただきたいというふ

うに思います。

やっぱりこれが保険料の抑制につながるというのは、全国の先

進的な自治体でも明らかな取り組みですので、是非、この点につ

いては、もっと予算も含めて、重点的な課題として取り組んでい

ただきたいなというふうに思います。

問題はやはり、先ほど連合長が言われたとおり、円滑に安定的

と言いますけど、実際にやっぱり負担している高齢者の皆さんに

とったら、やはりこの負担というのは大変なものがあるというの

は、今の説明でも３倍から４倍、保険料は上がるであろうという

ようなことも言われています。

そしておまけに、取り巻く環境では、先ほど言ったとおり、消

費税の問題もありますし、介護保険料の今度また第６期の事業計

画が、それぞれの自治体でも進んでいるかと思いますが、これも

負担が増えるという状況の中にあります。

おまけに、高齢者の基本的な生活を支える年金問題、これはマ

クロ経済スライド制の導入とか含めてありますので、いわゆる収

入はそれほど増えなくて、逆に出るほうはどんどん増えていくと

いう中で、こういう医療保険なんかでも、さらに高くなっていく

となると、これは当然、生活そのものをどうするか、もっと言え

ば医療そのものをどうするかというふうになると思うんですよね。

この前、民間の医療関係の団体が示したのでも、受診はするけ
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れども、あと医療は受けないという方が６割から７割はいらっし

ゃるんだという実態も生まれてきています。

おまけに、この中身からいっても給付費が増えていくとなると、

さらに今後、大変厳しいこの医療制度が持っている制度があるの

かなというふうに思います。

そういう意味でも、私は先ほどお聞きしたかったのは、高齢者

の本当の生活実態をどう把握されているのか。その中で今回のこ

ういう形の中で、広域連合として、確かに国の制度ですから、そ

れぞれ自治体、県としては、ある程度の限界はあると思うんです

よね。

どうしても取り組む以上、大本は国が作る制度ですので、そう

してやると、それは自治体も限界があると。しかし、そういう中

でもどうやって、やっぱり先ほど言われたとおり、事業会計の安

定化と、高齢者が安心して医療を受けるためにはどうするかとい

うのは出てくると思うんですよね。

そうなってきた時にやっぱり、それに必要な対策というのは、

それぞれがいろんな形で取らなければいけないというふうに思う

んですが、そういう実態を踏まえた形で、改めてこの問題につい

て対策の問題点とか必要性とか、そういうのは感じられなかった

のか。その点をお聞きしたいと思います。

  〔持留良一議員 着席〕

  〔「議長」と呼ぶ者あり〕

○議長（仮屋 秀一君） 前田事務局長。

  〔前田愼一事務局長 起立〕

○事務局長（前田 愼一君） 高齢者の方々の生活実態ということで

ございますけれども、とりわけ保険料等の納付が困難な低所得者

の方々、そういった方々には、いわゆる短期被保険者証が発行さ

れているという状況がございます。

これにつきましては、その短期被保険者証を、１か月ないし３

か月という期間でございますので、その更新に際しまして、市町
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村において、その対象者の方々の直近の生活実態、生活の状況、

そういったものを把握しながら、納付相談を行うといったような

ことで、そういった方々の生活実態を細かにお聞きしながら、対

応に努めているといったような状況がございます。

それから、なかなかその更新のために役場に足を運ぶことので

きない方々、そういった方々には、また様々な、電話をかけたり

とか、あるいは訪問をしたりとか、あるいはなかなか御本人に会

えない場合は、その親戚の方々に状況をお尋ねするといったよう

なことで、これは市町村のほうにいろいろ御苦労いただきまして、

様々なツールを使って、生活の実態の把握に努めて、また、それ

を踏まえた上でのきめ細かな対応を取るといったようなことに努

めているところでございますので、今後とも私ども、また市町村

とも連携を取りながら、そういった方々の実態を踏まえて、制度

の運営に努めてまいりたいというふうに考えているところでござ

います。

  〔前田愼一事務局長 着席〕

○議長（仮屋 秀一君） ほかに質疑はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

以上をもって質疑を終わります。

これより討論に入ります。

討論はありませんか。

  〔「議長」と呼ぶ者あり〕

６番 持留議員、反対討論ですか。

○６番（持留 良一君） はい。そうです。

○議長（仮屋 秀一君） 許可いたします。どうぞ。

  〔持留良一議員 起立〕

○６番（持留 良一君） それでは、議案第７号「平成２７年度鹿児

島県後期高齢者医療広域連合後期高齢者医療特別会計予算」につ

いて、反対の立場で討論させていただきたいと思います。

今、縷々、様々な議論もさせていただきましたけれども、やは
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り今の制度では根本的に高齢者の安心して医療や生活を守るとい

う観点からも、やはり制度自体では解決できないというふうに思

います。

特に今回は保険料の軽減措置を段階的になくすという計画にな

っています。高齢者の生活を支える時には、基本的には年金であ

ります。この間も減らされ、さらにマクロ経済スライドの導入で

さらに生活は悪化していくことは、もうこれは明らかだというふ

うに思います。

高齢者の生活は、消費税増税による影響、さらに医療、介護の

負担も膨らみ、長生きをするにもますます辛くなっているという

のが現状だというふうに思います。この中での軽減措置をなくす

改悪は、やはり絶対許されるものではないと思います。

御存知のとおり、後期高齢者医療制度は２００８年度から実施

され、公的医療保険から切り離し、別立ての医療制度に囲い込ん

だもので、年齢で医療を差別する制度は、世界でも異例のもので

あります。

制度が始まるや、国民の怒りが爆発して、自公民の政権は保険

料軽減措置などを行い、鎮静化を図りましたが、今回、厚労省が

廃止計画をしている軽減措置は、この時のものであります。

この時、政府は、改善の象徴と盛んに宣伝をしていました。今

頃になって梯子を外すようなやり方で負担等を迫ることは、道理

がありません。国民の痛みを全く分かっていないものと言わざる

を得ないものだというふうに思います。

制度発足より７年を迎えようとしている中、弊害はいよいよ浮

き彫りになってきていると思います。年ごとの保険料の改定の度

に保険料は引き上げを繰り返しています。保険料を払えず滞納し

た７５歳以上の人は、全国で約２５万人もおり、本県でも約３００人

近くなってきています。さらに大きな問題は、差し押さえもある

ということです。

保険証の問題でも、今、先ほど出ましたけれども、短期保険証
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は約３００人に達しています。これらの人は年金が少なく、天引

きの対象者にならない、低所得者の高齢者がほとんどではないか

と考えています。

保険料支払いが困難な高齢者が広がっている中に、軽減措置廃

止という負担増を求めることは、生活苦に追い打ちをかけること

にほかならないと思います。

問題だらけのやはりこの制度は廃止をし、元の保険制度に戻す

ことが、本当にベストだというふうに思います。

長生きした人達に辛い思いをさせる医療制度は、全ての世代に

とって不幸です。消費増税が社会保障充実のためという口実は、

これらからも成り立たない問題だというふうに思います。

大企業等に応分の負担を求め、必要な財源を確保し、安心して

長生きできる社会保障の再生及び拡充の転換することが、いよい

よ私は大事だと思います。

こういうことを指摘をして、本年度のやっぱり後期高齢者医療

特別会計予算には反対をしたいというふうに思います。以上です。

  〔持留良一議員 着席〕

○議長（仮屋 秀一君） ほかに討論はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

以上をもって討論を終わります。

○議長（仮屋 秀一君） これより、議案第７号「平成２７年度鹿児

島県後期高齢者医療広域連合後期高齢者医療特別会計予算」を採

決いたします。

本案に異論がございますので、この採決は起立により行います。

本件については、原案どおり決することに賛成の議員の起立を

求めます。

〔賛成者起立〕

「起立多数」であります。

よって、本件は原案どおり可決されました。

○議長（仮屋 秀一君） 次に、日程第１０「一般質問」を行います。
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当広域連合議会は発言通告制をとっておりませんので、質問の

ある議員は挙手・起立の上、自席において発言をお願いします。

〔「議長」と呼ぶ者あり〕

６番 持留議員。

  〔持留良一議員 起立〕

○６番（持留 良一君） １つ、議員研修会の時に説明があったよう

なんですが、後期高齢者の軽減判定所得の見直しに伴う対応につ

いてということが資料のほうにありますが、これは、改正は専決

処分による対応を検討したいというようなことが出ていますが、

先ほど臨時会の問題も出たんですけれども、やはりこの問題とい

うのも重要な問題であるし、その臨時会の必要性というのはない

のかですね。

やっぱり今の議会の基本的に年２回というスタイルですけれど

も、ほかのやっぱり広域連合においても、いろいろ回数が多かっ

たりとかいうこともありますけれども、この点についてどうなの

かということと、もう１つは、この間、いろいろ減免等の内容に

ついて、その拡充というんですか、そういうことも含めてお願い

もし、また、その間、いろいろ調査もするということも言われて

きたと思うんですが、そういう中で今の現状、経過も含めてどう

なっているのか、この２点についてお聞きをしたいと思います。

  〔持留良一議員 着席〕

  〔「議長」と呼ぶ者あり〕

○議長（仮屋 秀一君） 前田事務局長。

  〔前田愼一事務局長 起立〕

○事務局長（前田 愼一君） まず保険料軽減措置に係る所得判定基

準の見直しでございますけれども、これにつきましては、平成２６

年度におきましても、４月から、２割、５割軽減の見直しが行わ

れまして、拡充がされたところでございますけれども、また平成

２７年４月から、さらにまた、５割、２割軽減の拡充が図られる

という予定になってございます。
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これにつきましては、その見直しに係る政令の閣議決定公布が

２月下旬以降ということになってございます。

ということで、やはり国からの正式なそういった通知を待って、

私どももまたこれを変更しなければいけないということがござい

ますので、時期的に申しまして、４月１日からの施行でございま

すので、それが来て、３月中にはどうしてもこの改正をしなけれ

ばいけないということがございます。

そうした時に、臨時会ということになりますと、それぞれ広域

連合の議員の皆様方も、それぞれの市町村の議会のたぶん開会中

ではないかということで、なかなか臨時会の開催が難しいという

状況でございますので、私どもといたしましては、専決処分も致

し方ないのかなというふうに、今、考えているところでございます。

それから、その減免等、独自の取り組みについての私どもの調

査・研究はどうなっているかというお尋ねかと思います。

これまでも持留議員のほうからは、本県といたしましても独自

の軽減措置を取れないかといったようなことで、いろいろ御意見、

御要望、御提案もいただいているところでございます。

私どももそれを踏まえまして、いろいろとほかの広域連合の取

り組み等について調査もいたしております。

そういった中で、私どもが、今、把握しておりますのは、なか

なかどこの広域連合におきましても、そういう独自の対応といっ

たのが、やっている状況にはないのかなと。

ただ、東京都の広域連合におきましては、所得割の軽減、これ

をまた独自で実施しているという事例がございました。

その独自の軽減対策を取った、その部分の負担につきましては、

東京都内の区、市町村で、その一部を負担しているといったよう

な状況がございますので、またそのへんの負担がどの程度の水準

にあるのかとか、今後またそのあたりの状況については、さらに

詳しく調査をする必要があるのかなと。

私どもの県の広域連合として、そういったことが対応が取れる
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かどうかも含めまして、今後もさらにいろいろな調査・検討を進

めてまいりたいというふうに考えているところでございます。

  〔前田愼一事務局長 着席〕

○議長（仮屋 秀一君） 別に発言がなければ、これをもって「一般

質問」を終了いたします。

○議長（仮屋 秀一君） 以上で、今議会に付議された案件はすべて

議了いたしました。

ここで、岩切広域連合長から発言の申し出がありますので、こ

れを許可いたします。

〔「議長」と呼ぶ者あり〕

岩切広域連合長。

  〔岩切秀雄広域連合長 起立〕

○広域連合長（岩切 秀雄君） 定例会の閉会に際し、一言ごあいさ

つを申し上げます。

本日は、議員の皆様方には慎重な御審議を賜り、また、御提案

いたしました議案について、いずれも原案どおり可決を賜りまし

たことに、心から御礼を申し上げます。

当広域連合といたしましては、今後とも、各関係機関、団体と

も連携を図り、本制度の円滑な運営を進めてまいりたいと考えて

おります。

議員の皆様方をはじめ、関係各位におかれましては、今後とも、

制度の運営について、御理解・御協力を賜りますよう改めてお願

いを申し上げまして、閉会のごあいさつとさせていただきます。

本日は誠にありがとうございました。

  〔岩切秀雄広域連合長 着席〕

○議長（仮屋 秀一君） 以上で、本日の会議を閉じます。

これをもって、平成２７年鹿児島県後期高齢者医療広域連合議

会第１回定例会を閉会いたします。

＝閉会：午後３時１７分＝
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